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№ 方式 質  問  者 質     問     事     項 

１ 一括 
（６番） 

大 江 寿 
1.島根原子力発電所有事の際、物流について 
◆島根原子力発電所有事の際、物流についての本町の考え方は。 

２ 一括 
（１５番） 

米 澤 壽 重 

1.駅鈴がとりもつ交流について 
◆駅鈴を縁に松阪市・浜田市との文化交流に関してどのように考えて

いるか。 

◆本町の玄関口港周辺に駅鈴のモニュメントを設置する考えはある

か。 

３ 一括 
（１１番） 

安 部 大 助 

1.災害予防、災害応急対策の強化について 
◆災害予防の現状について町長の見解を。 

◆過去の災害を踏まえ、災害対策強化に向け、今後の取組みは。 

◆建設業協会と連携し災害予防を進める必要があると感じるが、町長

の考えは。 

４ 一括 
（３番） 

藤 野 定 幸 

1.財政について 
◆基金の運用のあり方と今後について。 

◆地方債現在高の推移と今後の財政について。 

５ 分割 
（１番） 

岡 田 智 子 

1.「ゼロカーボンアクション」による“経済のグリーン化“に

ついて 
◆本町独自の「ゼロカーボンアクション」を策定し、“経済のグリー

ン化を推進していく考えは。 

2.「みんなが“共感”できる、ごみの減量化と資源化」につ

いて 

◆「みんなが“共感”できる、ごみの減量化と資源化」について町   

長の考えは。 

６ 分割 
（４番） 

齋 藤 則 子 

1.島根原発２号機の再稼働に関する避難計画と対策につい

て 
◆原発事故が起きた時の隠岐の島町の避難計画と対策は。 

◆事故が起きた際にどこの港を使えるか考えておかなければならな

いと思うが、町長の考えは。 

2.隠岐本土間のフェリーと高速船運賃を JR並みに 

◆憲法 14条の“法の下の平等”に則り、山陰本線から外れた隠岐の

ような過疎地域も船賃を JR並みに要求すべき、町長の考えは。 

◆戦術として先に、特定有人国境離島で JR並みの料金体系にし、次

に他の離島にも波及するのが良い、町長の見解は。 
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７ 分割 
（８番） 

菊 地 政 文 

1.観光コース等の道路環境整備について 

2.畜産農家への飼料の支援について 

3.林業の新しい製材所の取り組みについて 

4.コロナ禍での新しい行政の考え方は 

８ 一括 
（２番） 

牧 野 牧 子 

1.危機管理と災害に対しての備えについて 
◆自主防災組織率を含め、現状についての町長の見解は。 

◆自主防災組織率を向上させるための施策は。 

９ 分割 
（７番） 

村 上 謙 武 

1.時代にあった行政サービスの提供について 
◆組織機構及び事務事業の見直しの内容は。 

◆ICT環境の整備促進により効率化を図る業務内容は。 

2.財政の健全化について 
 ◆徹底したコスト意識を持った予算の編成と執行について。 

 ◆持続可能な財政運営に対する見解は。 

3.ふるさと納税による地域活性化について 
 ◆ふるさと納税に力を入れ地域経済を発展させるべきでは。 

 ◆ふるさと納税と地域経済の発展に特化した担当組織を新たに設置

すべきでは。 

10 一括 
（５番） 

田 中 一 隆 

1.福祉の人材不足について 
◆隠岐の島町における福祉人材の「介護福祉士」の育成についての 

施策は。 

◆育成を隠岐の島町で行ってもらいたいが、それに取り組む考えは。 

11 一括 
（１４番） 

髙 宮 陽 一 

1.物価高に対する家計支援について 
◆思い切った家計支援策を実施すべき（例えば「隠岐びと応援商品券」

など） 

12 分割 
（１２番） 

前 田 芳 樹 

1.特別障がい者手当の受給漏れ防止のために行政が捕捉す

るべきでないか 
◆「特別障がい者手当」の町民向け制度説明の増進と本町内での受給

漏れ防止のために行政が捕捉を徹底すべきではないか。 

◆障がい手帳を持たない要介護４、５の人の個々の該当調査と受給申

請手続きまでの行政支援をしてはどうか。 

2.古来集落の消滅防止対策のひとつとしての町営住宅の分

散化について 

◆本町でも集落消滅が目前となっている所もある。行政措置が急務で

はないか。 

◆町営住宅の地域中心部への団地化を止め、改築時には古来集落への

分散化を検討するなど政策転換をするべきではないか。 

 


